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　血漿LH，FSHの安静時level，及びLH－RH，負荷後の値

の損徒は重要な下垂体前葉機能検査法であり，ルチン化さ

れている。更に最近では検査の簡便化を図るためLH－RH

にTRHや時には他の物質を加えて同時に前葉を刺戟し一度

に数種のホルモン分泌動態をみる傾向もある。我々はすで

に確立されている市販kitを用いて血漿LH，FSHを測定し

てきたが，今回二種の市販kitについてあらためてその

specificityを含めた基礎的検討を行ったので報告する。

（方法）rLHキ7トng－一」（以下「第一1）及びCIS製

fLHK」（以下「CIS」）についてstandard　curve・，accuracy

Precision，sPecificity及び両kit間の相関などをみた。

（結果）①standard　curvelkit添付の標準LHを用いて

のstandard　Curveは両kit共に良好で，「第一」で

lY5－500mlWの間，「C　I　s」でO．　5～50ng／冠

の間で漁淀が可能である。②accuracyl「第一」で一定の

血漿に各濃度の標準LHを加えた場合のc．v．は42～122％

と良好であった。「3）intraassay　precision正常女性卵

胞期の血漿LHのintraassayvariation‘ま「第一」でC．

v．77％「CIs」で4．1％と良好であった。画nterass－

ay　Precisi・nl「第一」において同一検体のinterassay

variationはLH濃度1　CF・100m　IU／meの間ではC　．v　．4．4

～48％　と極めて良好であるか，それ以外では少しばらつ

いた。［CIS」では各LH濃度血漿の2度のassayの測定

値の間に回帰直線Y＝O．99X＋O．52，相関係数r　・099

を得た。C5）specificity；高LH血漿のdilution　curve

は各kitのstandard　curveによく平行した。標準TSH

との交差反応は両kit共に存在し，特に［’ag－］ではその

diluti・n　curveがstandard　curveとほぼ平行した。

「cIs」でもTsH　40μu，偏以上になるとLH抗血清と

無視できぬ交差反応を示した。即ち320μu／’nfのTSH

は「第一」でLHl70m町／ndに，lcIS」でLH5．6ng
／nfに相当するB／B。％を示した。⑥正常値・1第一」で

損1淀した正常男子7名の安静時血漿LH値は9．7士1．8

mIU／ntであり，LH－RH負荷後に8＆9±12．2mIU

／nfの頂値を示した。⑦両kit間の相関；3～100

mlU／泌の間の各LH濃度の血漿を両kitで損1淀して得ら
れた値の間に回帰直線Y（ng／SieP　O．　O　8　x（mlUノ’nte）

＋O．87，相関係数r＝O．92か得られた。（結論）両

kit共specificityを除’ては満足すぺき結果を得た。
しかし本抗血清のTSHとの交差反応の存在は，TSHを多く

含む血漿中のLHを測定する場合には無視できす，従って

LH－’RHとTRHを同時負荷する下垂体前葉機能検杏法に
は問題があるように思える。

　従来，人pr・lactin（PRL）のRIAによる測定には，

Dr　Friese域は米国NIHよりPRLの純品及びその抗体の提

供を受けなければならず，r卯tineに行うには問題かあっ

た。今回我々は，フランス原子力庁（CIs）で開発され，市

販されるに致ったPRL　RIA　kitを使用する機会を得たので

ここにその基礎的検討並びに臨床応用を徹・，あわせて従

来より使用しているNIHのkitとの比較を試みたので，報

告する。（方法）assay　pr・cedureは，CIS　kit，NIH

hit共に基本的には同じであるか，CISkitでは第2抗体

が活仕セルロースに付着させてあり，且つ2　nd　incubaい

onにrotary　incubatorを使用する為，assay時間が短

縮されている。本kitの抗血清の交叉反応，結合率，標準

曲線，precisi・n，water　blank，稀釈曲線等について検討

を加え，あわせてNIHkitとの比較を行い，又実際の測定

値についても従来の値と比較した。（結果）本抗血清の

TRH，Somatostatin，　LH－RHに対する交叉反応は10～

10000n9／痴の範囲で認められなかった。本kitのB。

％は，19．9％から34．2％の範囲内であった。標準曲線

は，1．25～100　r・9／勧の範囲でほ｛ぎ満足すべきcurve

か得られた。この曲線を，本kitにstandardとしてMRC

標準品を用いて得られた標準曲線と比較したところ，ほぼ

完全にr致した。次にwithin　assayは，血漿PRL値か3，

15．】20および250ng／nf前后では変異係数は，それぞれ

23．4％，7．6％，15．　2％およびlO．5％であった。

between　assayでは，血漿PRL値か20n9／nf前后での

変異係数は16．　9％であり，満足すべき再現性を示し

た。water　blankはassay感度以下であった。患者血

漿の稀釈曲線は標準曲線と良く平行した。我々か従来

より行っているNIH　kit，rvRC　standardによる測

定法と，本kitによる同一検体の血漿PRL値の相関は

y＝090x－852でγ＝081（n＝25）とほぼ満足すべき

相関を示した。次に実際の測定値についてであるか，

健常男子20名の早朝空腹時の血漿PRL値は，113士6．O

n9砺で，NIHkitによる測定値とほぼ一致した。乳癌

患者13例へTRHSOOμge＄］注后，血漿PRL値の変動をみた

ところ，正常人よりかなり高いPRLの反応が認められた。

（考按）本kitによる測定値は，NIHkitのそれとほぼ満

足できる相関を示し，Mpc標準品とも良好な一致か認めら

れた。PRL｛iXi直での変異係数か多少高い点を除けば，

Precision，交叉反応，water　blank，稀釈曲線等，ほぼ

満足すべきものであり，今后の臨府己用か期待される。
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